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※本機器を安全にご使用いただ く ために

● 取扱説明書に対する注意

1)  取扱説明書は、 最終ユーザまでお届けいただきますよ う お願いし ます。

2)  本製品の操作は、 取扱説明書をよ く 読んで内容を理解し た後に行なって下さい。

3)  取扱説明書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであり、 お客様の特定目的に

    適合する ものではあり ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ とは固 く お断り いた し ま

   す。

5)  取扱説明書の内容については、 将来予告な しに変更する こ とがあ り ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を払って作成し ており ますが、 も し不審な点

　 や誤り、 記載もれなどお気付きのこ とがあ り ま し たら当社営業所 ・ サービスまたはお買

　 い求めの代理店までご連絡下さい。

● 本製品の保護 ・ 安全および改善に関する注意

1)  当該製品、および当該製品で制御するシステムの保護・安全のため当該製品を取り扱う

   際には、 取扱説明書の安全に関する指示事項に従って下さい。 なお、 これらの指示事

  　 項に反する扱いを された場合は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2)  本製品を、安全に使用し ていただ く ため取扱説明書に使用するシンボルマークは下記の

     通り です。

この表示を無視し て誤っ た取り扱いをする と、 死亡し た り、 大けがを し た り

するほか、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

この表示を無視し て誤っ た取り扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の

恐れがあり ます。

この表示を無視し て誤った取り扱いをする と、 けが、物的損害の恐れがあ り ま

す。

図記号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

● 電源が必要な製品について

1)  電源を使用し ている場合

 機器の電源電圧が、 供給電源電圧に合っているか必ず確認し た上で本機器の電源をいれ

  て下さい。

2)  危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設備防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気でも使

用できる機器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所

に応じ て、 本質安全防爆構造 ・ 耐圧防爆構造あるいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂

きご使用下さい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 ま

た保守や修理には安全のために制限が加えられてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

    保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って下さい。

● 製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、 いかなる事情でも弊社従業員と技術員および取り扱いに関わるす

べての関係者の健康と安全に対する危険性を回避するために、 適正な洗浄を行な っ て く だ

さい。

危険

警告

注意

本機器を安全にご使用いただ く ために
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返却時には必ず添付｢安全 / 洗浄確認依頼書｣に記入し ていただき、 この依頼書と製品を必ず一
緒にお送り く だ さい。
必要事項を記入し て頂かない限り、 ご依頼をお受けする こ とができません。
また返却の際、 弊社従業員あるいは技術員と必ず事前打ち合わせの上、 返却し て く だ さい。

本機器を安全にご使用いただ く ために
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安全／洗浄確認依頼書
物品を受け取る弊社従業員と技術員および、 取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避するために、 適
正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ るよ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the precise
information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel:） （Fax:）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

返品理由／ Process data

型式 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Type of instruments:） （Serial number:）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties ：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がないこ と を こ こに承認し ます。
放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送り になる前に洗浄されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials (acids, alkaline solutions, solvents） .
Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送り下さい。 　

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物 ：
（Process matter:）

使用洗浄液名 ：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全 / 洗浄確認依頼書をすべて記入し て頂かない限り、 ご依頼を
お受けする こ とができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive

安全 / 洗浄確認依頼書
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1 安全に関する注記

1.1 使用目的

漏油検知器 NAR300 システムは、タンクの防油堤内ピットやプラント、ポンプヤードに
近い排水ピットに設置し、石油、植物性油などの油類の漏れ検知に威力を発揮します。

1.2 設置、 試験、 操作

･ 機器の取付け、 電気設備、 ス ター ト ア ッ プ、 および保守は設置のオペレータの許可
を受けた訓練された要員が行って く だ さい。

･ 要員は必ずこの操作マニュアルを読んで理解し てからその指示を実行する必要があ
り ます。

･ 機器の操作は、 施設のオペレータによ って許可を受けた、 訓練された要員が行って
く だ さい。 本マニュアルのすべての指示に必ず従って く だ さい。

･ 取付け業者は、 配線図に従っ て測定システムが正し く 配線されている こ と を確認す
る必要があ り ます。 測定システムは、 接地する必要があ り ます。 

･ 設置、 試験、 操作に関する法令､通達､規則を遵守し て く だ さい。

1.3 製品取扱い上の注意

電源部
電源を入れる前に電源部が仕様の範囲内である こ と をご確認 く だ さい。 製品の操作上、
適切な電圧をご使用 く だ さい。

電源ケーブル
電源ケーブルは弊社指定のケーブルをご使用 く だ さい。
必ず接地は行っ て く だ さい。

接地
電源が入っ ている状態でアース端子やアース線を外さ ないで く だ さい。

周辺機器への接続
この取扱説明書で述べられている周辺機器への接続が可能ですが、 これらの周辺機器
の機能等はそれぞれの取扱説明書をご参照 く だ さい。

1.4 操作の安全性

危険区域
･ 危険地区でのご使用には、 検定に合格し た防爆構造の機器をご使用 く だ さい。
･ 危険地区において、 電源を入れた状態での蓋は絶対に開けないよ う お願い致し ます。
･ これらの機器の取付、 配線､配管､保守､点検､修理は防爆機器の使用に関する 「工場電
気設備」 等の関連する法令､通達､規則を遵守し て行っ て く だ さい。 

･ ケーブルグラ ン ドはし っかり とお締め く だ さい。
･ 防爆機器の使用に関する 「工場防爆電気設備ガイ ド 」 等に基づいて保守や修理の際

には弊社までご連絡 く だ さい。
･ 防爆構造の NAR300 システムは、 改造､変更は行わないで く だ さい。
警告！
この取扱説明書で書かれている以外のお取扱いを されますと、 事故につながる恐れが
ので絶対にお止め く だ さい。

1 　 安全に関する注記
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1.5 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

ソフトウェアバージョン ソフトウェア変更 ドキュメント変更

C1/ST V1.40 オ リ ジナルバージ ョ ン BA027N/08/ja/02.04

1  安全に関する注記
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1.6 安全に関する表記規則と記号

本マニュアルでは、 安全確保の手順も し く は代替操作手順を強調するために以下の表記規則が
使用されてお り、 左の欄にそれぞれの該当するアイ コ ンが表示されています。

安全に関する表記規則

危険！
「危険！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 安全を損な う事故、 あるいは計器の
破損を招 く 操作または手順を強調し ます。

警告！
「警告！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 あるいは計器本体の誤動作を招 く 操
作または手順を強調し ます。

注意！
「注意！」 記号は、 適切に行わなければ操作への間接的悪影響、 あるいは計器の予測を超
えた応答につながる操作または手順を強調し ます。

防爆防止

防爆認定装置
プロサーボの型式表示板にこの記号がある場合には、 爆発危険区域で使用する こ とがで
きます。

爆発の危険のある区域
図面中で爆発危険区域の表示に用いる記号。 - 「爆発危険区域」 と表示された区域内に設
置される装置および配線は、 適切な防爆認定を受けていなければな り ません。

安全区域 ( 爆発の危険がない区域 )
図面中で爆発の危険がない区域の表示に用いる記号 ( 必要な場合にのみ使用 )。 　 - 安全
区域に設置される装置であっ ても、 それから出る配線が防爆危険区域に入る ものであれ
ば防爆認定を受けていなければな り ません。 

電気系統

直流電圧
直流電圧がかかっ ている、 あるいは直流電流が流れている端子。

交流電圧
交流 （正弦波） 電圧がかかっ ている、 あるいは交流電流が流れている端子。

接地 ( アース ) 端子
操作員のために既に一定の接地システムを用いて接地 ( アース ) された端子。

保護用接地 ( アース ) 端子
他の接続が行われる以前に接地されていなければなら ない端子。

等電位接続 ( アース結合 )
設備の接地システムと接続する必要な端子 ： これはそれぞれの国や社会のやり方によ っ
て、 例えば等電位線あるいは星型結線接地システムなどがあ り ます。 

EX

EX

1  安全に関する注記
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2 識別

2.1 装置の表示

2.1.1 銘板

フ ロー ト センサ型式銘板

NAR300

Ser.  No.
Cable  Length NP-2496-2

2 　 識別
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本質安全 ・ 耐圧防爆型変換器 (NAR300-11xxxx + NRR261-2xx システム )

本質安全防爆型変換器 (NAR300-13xxxx + NRR262-2x システム )

60
  60

 2:
Uo V      Io mA

   Po W
   Co 0.25 F      Lo 80mH

NRR263-
NRR263

NP-2487-2

NP-2488-2

2 　 識別
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本質安全防爆型変換器 分離型 (NAR300-15xxxx )

本質安全防爆型変換器 分離型 (NRR262-2x )

2 　 識別
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本質安全 ・ 耐圧防爆型変換器 　 分離型 ( NRR261-3xx)

2 　 識別
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3 オーダコー ド

3.1 フ ロー ト センサ NAR300

3.2 変換器 NRR261( 本質安全 ・ 耐圧防爆 )

10 認証

1 Ex ia IIB T4， TIIS 

9 特殊仕様、TSP-No. 要問合せ

20 構成

1 フロートセンサ

2 フロートセンサ +モジュールセット　( ｴｺﾅﾝｽ NRR261 更新用 )

4 フロートセンサ +中継器 ( ｴｺﾅﾝｽ NRR262 更新用 )

5 フロートセンサ＋中継器 ( 分離型 )

9 特殊仕様、TSP-No. 要問合せ

30 信号出力

A ２線式　電流

Y 特殊仕様、TSP-No. 要問合せ

40 信号ケーブル

A 6ｍ

B 10ｍ

C 15ｍ

D 20ｍ

E 25ｍ

F 30ｍ

Y 特殊仕様、TSP-No. 要問合せ

50 フロートガイド

1 なし

2 あり ( ウｪイト材質 JIS SS400)

3 あり ( ウｪイト材質 JIS SUS304)

9 特殊仕様、TSP-No. 要問合せ

60 中継器電線管口

A なし

B 1 x ﾈｼﾞ G(PF)1/2

C 1 x ﾈｼﾞ NPT 1/2

D 1 x ﾈｼﾞ PG16

E 1 x ﾈｼﾞ M25

Y 特殊仕様、TSP-No. 要問合せ

NAR300-

10 構造

3 Ex d [ia] IIB T4, TIIS( 分離型）

9 特殊仕様、TSP-No. 要問合せ

20 電源

A AC90 - 250V

B DC22 - 26V

Y 特殊仕様、TSP-No. 要問合せ

30 電線管口

A PF (G) 3/4 × 2 / 本安側：なし

B NPT 3/4 × 2 / 本安側：なし

C PG16 × 2 / 本安側：なし

D M25 × 2 / 本安側：なし

E G PF3/4 x 2 (Ex d) + G PF 1/2 x 1 (Ex ia)

K G PF1/2 x 2 (Ex d) + G PF 1/2 x 1 (Ex ia)

Y 特殊仕様、TSP-No. 要問合せ

NRR261-

　 3 　 オーダーコー ド
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3.3 変換器 NRR262( 本質安全防爆 )

10 構造

2 Ex [ia] IIB T4, TIIS　(NAR300)
9 特殊仕様、TSP-No. 要問合せ

20 電源

A AC90 - 250V

B DC22 - 26V

Y 特殊仕様、TSP-No. 要問合せ

NRR262-

3 　 オーダーコー ド
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4 オーダコー ド別納入例

4 　 オーダーコー ド別納入例
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4 　 オーダーコー ド別納入例
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5 使用上の注意

5.1 4.1 検出感度

油層の厚さが増す事によ り電極先端が下層水から引き抜かれる時、 電極先端が油中に入っても
水がつら ら状に電極先端に付着する場合があり、 検出感度が 1 ～ 2mm 増加する こ とがあ り ま
す。 正確な感度確認が必要な場合には、 電極先端に中性洗剤を少量塗布し、 水切れし易 く し て
く だ さい。

5.2 4.2 ピ ッ ト 水

海面での使用は不可
漏油検知器は、 海面での使用を目的に設計されてお り ません。 海面使用時には以下の問題が発
生する恐れがあり ます。

•波浪によ り転覆し た場合には、 警報漏れ、 警報遅れ
•塩の被膜で導電率センサと フ ロー ト 本体間にバイパス回路を生成するため警報遅れ
•塩水による フ ロー ト センサの腐食

その他の特殊ピ ッ ト 水
溶剤の混入等の特殊なピ ッ ト 水で使用する場合、 フ ロー ト センサが腐食、 破損する恐れがあり
ます。

電気抵抗の高いピ ッ ト 水
スチーム ド レンまたは純水のよ う な電気抵抗の高いピ ッ ト 水で使用する と発報する恐れがあり
ます。 ピ ッ ト 水が導電率 10μS / cm 以上 (100kΩ ・ cm 以下） になるよ う にし て く だ さい。
例） 純水 ： 1 ～ 0.1μS / cm (1 ～ 10MΩ ・ cm)

ピ ッ ト 水の凍結
ピ ッ ト 内の水が凍結し ますと発報する場合があり ます ( フ ェ イルセーフ機能 )。 凍結防止対策を
行って く だ さい。

5 　 使用上の注意
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6 取付け

フ ロー ト センサ NAR300+ 変換器 NRR26x

設置および取付けに関する注意事項

*1: ピ ッ ト 内にゴ ミ や雪が入らないよ う に、 ゴ ミ 除け、 屋根、 蓋等の設置を推奨し ます。
フ ロー ト センサに雪が堆積し ますと、 堆積 50g 当た り 1mm 喫水が上がり感度が低下し ます。
また、 周囲温度が 50 ℃を超える恐れがある場合には、 フ ロー ト センサに直射日光が当たら
ないよ う に日除けを設置し て く だ さい。 豪雨時など、 ピ ッ ト の水がオーバーフ ローし た場合
にフ ロー ト センサのハウジングが水に潜る こ とのないよ う に、 蓋はピ ッ ト 水流入口よ り高 く
設置し て く だ さい。 フ ロー ト センサが浸水し ますと故障 ・ 破損の原因と な り ます。

*2: フ ロー ト センサがバラ ンスを崩すと ( 約 ３ 度以上の傾き ) 誤作動、 警報遅れの原因と な り ま
すので、 できるだけフ ロー ト ガイ ド を使用し ケーブルや鎖の配置にも注意し て く ださい。

*3: ゴ ミ を取るためのスク リーンをピ ッ ト 流入口に設けて く だ さい。 センサ部およびピ ッ ト 内に
ゴ ミ や異物が詰まる と誤動作の原因と な り ますので、 定期的に点検、 清掃を行って く だ さ
い。

*4: フ ロー ト センサ頭部側面のリ ングに予め鎖をつけてお く と便利です。 ただ し、 フ ロー ト への
荷重増加 50g 当た り 1mm づつ喫水が上がり感度が低下し ます。 また鎖を フ ロー ト センサ流
出防止に使用する場合は、 点検時など鎖を無理に引張らないで く ださい。

*5: ピ ッ ト が満水状態の時、 油が流出し ても ピ ッ ト 内に油層を形成し ません。 適時排水し、 油層
が形成される状態にし て下さい。

*6: ケーブルを無理に引張った り、 ケーブルをつかんで持ち運んだ り し ますと、 故障や防水不良
の原因と な り ますので注意し て く ださい。

*7: バルブを常に開放し ている場合、 払出し ノ ズルの先端を 100mm 以上下方向へ曲げるなど し
て油層が形成される状態にし て く だ さい。 検出可能な油層が形成される前に油が排出されて
し ま う と警報漏れ ・ 遅れの原因にな り ます。 上図のよ う な払出し ノ ズルがないピ ッ ト の場合
は油水分離フ ェ ンスを設ける等し て、 油層が形成される状態にし て下さい。

*8: ピ ッ ト に流入する液体によ り、 波浪、 乱流およびフ ロー ト 上部への液落下を防止するために
フ ェ ンス等を設けて く ださい。

*9: ピ ッ ト が広すぎる場合には、 オイルセパレータ でピ ッ ト を仕切って く だ さい。 表面積に比例
し、 油の流出量が大量にならないと油漏れを検出できません。

*10:NAR300( フ ロー ト センサ ) と NRR261( 変換器 )、 中継器は、 50cm 以上離し て設置 し て く だ
さい。

ピット蓋*1

Ｕ字溝

スクリーン*3

フロートガイド*2

ウェイト フロートセンサNAR300

防油堤

排水溝*5

Uボルト
JIS F3022 B50

鎖*4

ケーブル*6

バルブ

Uボルト
JIS F3022 B50

本質安全防爆型中継器NRR263

フェンス

警報出力

耐圧・本質安全防爆型変換器NRR261

警報出力

専用ケーブル払出しノズル*7

*8

ピット*9

本質安全防爆型
変換器NRR262

100mm
以上

*10

*10

6 　 取付け
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6.1 フ ロー ト センサ NAR300

取扱上の注意
下図のよ う な所を持ってフ ロー ト センサを持ち運ばないで く だ さい。
持ち運ぶ場合には、 必ず両手でフ ロー ト 部を持って行って く だ さい。
また、 フ ロー ト センサ上部をつかんで持ち上げますと蓋が外れる等、 故障の原因と な り ますの
でお止め く だ さい。

フ ロー ト ガイ ド 取付け

フ ロー ト センサ NAR300 は弊社の従来製品 (CFD10,CFD30,UFD10,NAR291,NAR292) 用に据付けら
れたフ ロー ト ガイ ドへの取付が可能です。

6 　 取付け
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6.2 本質安全 ・ 耐圧型変換器 NRR261

*1:TIIS 防爆仕様のみケーブルグラ ン ド付きで納入されます。 適合ケーブル外径 : Φ12 ～ 16mm

*2: 電線管接続口は、 本質安全 ・ 耐圧防爆型変換器 NRR261 のオーダコー ド (13 ページ ) にてご指定 く だ さ

い。

本質安全 ・ 耐圧防爆型変換器 NRR261 は通常タ ン クヤー ドのパイプに取付け U ボル ト (JIS F 
3022 B 50 型 ) で固定し ます。 また、 壁面等に直接取付ける事も可能です (4-Φ12mm 穴、 M10 固
定ボル ト 及びナ ッ ト )。

6 　 取付け
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6.2.1 ケーブル取付け

NRR261-2xx

6 　 取付け
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NAR300-15xxxx、　 中継器

NRR261-3xx

7 　 電気接続
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6.3 本質安全防爆型変換器 NRR262

NRR262 は計器室など屋内に設置され、 M4 ビス 2 本で簡単に取付ける事が可能です。 NRR262 は
DIN レール EN50022( 納入範囲外 ) を使用する こ とによ り、 ワン タ ッ チにスナ ッ プイ ン取付が可
能と な り ます。 多数の変換器を連続で取付ける場合や、 将来変換器を増設する予定である場合
には、 このレール取付け方式が便利です。

6.4 本質安全防爆型中継器

*1: 電線管接続口は、 フ ロー ト センサ NAR300 のオーダーコー ド (13 ページ ) にてご指定 く だ さい。

* ただ し、 NAR300-15Axxx の場合には、 電線管接続口が PF(G)1/2 にな り ますので、 NAR300-15AxxB をご指

定 く だ さい。

本質安全防爆型中継器は、 フ ロー ト センサからの信号を電流信号に変換するために本質安全 　
防爆型変換器 NRR262 と組み合わせて使用し ます。、 通常タ ン クヤー ドのパイプに取付け U ボル
ト (JIS F 3022 B 50 型 ) で固定し、 また壁面等に直接取付ける事も可能です (4-Φ12mm 穴、 M10
固定ボル ト 及びナ ッ ト )。

7 　 電気接続
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7 電気接続

本質安全防爆型フ ロー ト センサ NAR300 と本質安全 ・ 耐圧防爆型変換器 NRR261 をご使用場合、
NRR261 に内蔵のセイ フ テ ィ バリ アを以下の要領で接地する必要があ り ます。

注意 !

セイ フ テ ィ バリ アの接地線は、 他の目的の接地線 （避雷器） と共用せず、 独立し て非危険場所に
おいて Ａ 種接地工事に準じ た接地点に接続し て く ださい。

接地用導線は、 断面積が 2mm2 以上の導線を使用し て く だ さい。
計器室で A 種接地されたフ ィ ールド機器等の通信線のシールド も利用可能です。

A 種接地概要

7.1 接地線施行要領例

接地抵抗値 10Ω

接地線の種類 引張強さ 1.04kN 以上の金属線又は直径 2.6mm 以上の軟銅線

7 　 電気接続
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7.2 本質安全 ・ 耐圧防爆型変換器 NRR261-2xx

7 　 電気接続
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7.3 本質安全防爆型 NRR262-2x

7 　 電気接続
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7.4 本質安全 ・ 耐圧防爆型 NRR261-3xx

7 　 電気接続
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7.5 配線図

7.6 警報発報動作原理

NAR300 フ ロー ト センサで検出された漏油検知信号は変換器または中継器内の電流出力回路で
8mA( 漏油警報 OFF)、 16mA( 漏油警報 ON) に変換され、 本質安全セーフ テ ィ ーバリ アを通じ て
電流検出回路に接続されています。 電流検出回路では電流値の大小に従い漏油警報信号の有無
を判定し、 動作遅延回路を通じ て警報出力リ レーを ON/OFF し ます。
警報遅延回路には遅延時間設定用 ト リ マがあり、 約 1 ～ 30 秒 ( 更に検出回路の遅延時間約 6 秒
が加算される ) の時間設定が可能です。
また、 リ レー接点出力はフ ェ イルセーフ動作が可能で、 下表の動作にな り ます。

警報出力動作表 （「電気接続」 P25 ～ 27） 
端子間 NRR262 NC ～ COM 間 NRR262 NO ～ COM 間

状態 NRR261 NC ～ COM 間 端子 No.11, 13 NRR261 NC ～ COM 間 端子 No.13 ､ 15

油漏れ警報時 接点閉 接点開

電源 OFF 時 接点閉 接点開

断線時 接点閉 接点開

液凍結時 接点閉 接点開

音叉故障時 接点閉 接点開

非警報時 接点開 接点閉

7 　 電気接続
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8 調整

7.1  実液で検出感度の確認を行う場合

注意 !
下層の水、 上層に油で検出感度の確認を行う場合
油層厚さが増す事によ り電極先端が下層水から引き抜かれる時、 電極先端が油中に入っても水
がつら ら状に電極先端に付着する場合があり、 検出感度が 1-2mm 増加し ます。 正確な感度確認
が必要な場合には、 電極先端に中性洗剤を少量塗布し、 水切れし易 く し て く だ さい。

注意 !
透明な容器で油層厚を確認する場合には、 液体の表面張力、 容器壁面への液付着等によ り、 読
取誤差が生じ る こ とがあり ますので十分にご注意 く だ さい。

7.2  変換器の調整

7.2.1  警報出力リ レー
遅延動作時間 (ON デ ィ レ イ ) の設定は時間調整用 ト リ マで行います。 遅延動作は、 一定時間連
続し た警報状態が続 く と きに警報と し、 設定時間動作内の動作は警報と し ないこ とによ り、 誤
報を防ぐ目的で使用し ます。

注意 !
検出回路上の応答遅延時間約 6 秒が ト リ マによる遅延時間以外に常に加算されます。

警告 !
NRR261 では、 本体カバーの開放は電源遮断後 10 分以上経過し てから行って く だ さい。

耐圧 ・ 本質安全防爆型変換器 NRR261
電源を OFF し、 本体カバーを開ける と ト リ マがあり ます。

本質安全防爆型変換器 NRR262
ケース表面に ト リ マ調整用指針があり、 必要な遅延時間を示す目盛り に合せます。 約 1 秒から
30 秒の値を設定する こ とができます （更に検出回路の遅延時間約 6 秒が加算されます）。

遅延時間調整用 ト リ マ

遅延時間調整用 ト リ マ

8 　 調整
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 フ ェ イルセーフ ( 油漏れがない時に警報出力する場合 )

以下が原因と な り実際には油漏れが発生し ていない状態でも、 警報を出力し て し ま う恐れがあ
り ます。

9.2 警報遅れ ( 油漏れ発生時に警報出力し ない場合 )

ピット水の凍結 『 』 。ピット水が凍結すると導電率式センサが 絶縁物 と認識すると警報 

フロートセンサの傾き 『ピット水に浮いている状態で導電率式センサが水から出てしまうほど傾くと 絶縁
（ ）』 。　物 空気  を認識するため警報  また空ピット時に同状態でも音叉式センサが先に

（ ） 。液体を検知し導電率式センサが絶縁物 空気 を検知すると警報 

空ピット底のゴミ 、空ピット状態から雨などにより水面が上昇する際 発泡スチロール片等ある程度
強度を持った物体が音叉式センサフォークの先端に留まると音叉式センサは検知

（ ） 、 （ ） 。 、物 液体 と判断し 導電率式センサは絶縁物 空気 を検知するため警報 また 
導電率式センサにビニールシートや袋などの絶縁物が覆い被さると導電率式セン

。サは絶縁物を検知し音叉式センサは液体(水)を検知するため警報 

泥に埋まる 。フロートセンサが泥に埋まりそのまま乾燥して固まってしまうと警報 音叉式センサ
、は液体と判断し 水分が無くなった泥による空気層で導電率式センサが絶縁物と

。認識するため 

センサ部への積雪 『 』、空ピット状態にてセンサ部に積雪すると導電率式センサは 絶縁物  音叉式セン
『 』 。サは 液体 と認識するため警報 

純水に近いピット水 『 』ドレン水など電気抵抗値が大きいピット水では導電率式センサが 絶縁物 と認識
。するため警報 

液面の波浪・対流 風等により漏油面が激しく波立ち油層とピット水が安定していない場合導電率式セ
。ンサがピット水を検知し警報しない 

フロートセンサの傾き 、フロート上の片側に雪・ゴミ・動物などが乗る またはケーブルや鎖が絡んだりひっ
、かかったりしてフロートが大きく傾いてしまうと 導電率式センサは油層下のピット

、 。水を検知し 音叉式センサは油層からはずれてしまうと警報しない 

フロートセンサの沈み 、フロート上に雪・ゴミ・動物などが乗るとフロートが沈み 導電率式センサが油層下
。のピット水を検知し警報しない 

水分を含んだゴミ等 水分を含んだゴミや藻などが導電率式センサとアース(フロート本体や大地)の間
。に接触し導電性が発生すると警報しない 

降雪中の漏油 油層面に雪が浮いていると雪解けの水分により導電率式センサが水を認識してし
。まい警報しない 

ピット水の比重変化 凍結防止のため不凍液を使用するとピット水の比重が大きくなりフロートが浮上す
、 。るため 通常に比べ検出感度が落ち警報が遅れる 
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9.3 油漏検知またはフ ェ イルセーフ ( 断線、 凍結他 ) 以外での警報

注意 !
下記の作業を行う場合には、 必ずエン ド レスハウザージャパンのサービス員に御依頼 く だ さい。

9.3.1 問題箇所の切り分け

本安システムの場合
変換器 NRR262 上の "Sensor Input"+ および - 端子間の電圧をテス ターにて計測し て く だ さい。

耐圧システムの場合
変換器 NRR261 本安端子箱内、 中継基板の "TB-1"H+ および H- 端子間の電圧を計測し て く だ さ
い。

9.3.2 変換器 - 警報システムの問題

換器のステータ スラ ンプ （LED) を確認し て下さい。

0±0.5V：　システム電源供給なし
センサ用動作電源が供給されておりません。
誤報の原因は変換器本体又は上位警報システム側にありま
す。
（但し本安システムの場合、変換器－中継器間配線がショー
トしている場合も同様の症状となります）。
変換器LEDの発光色を確認してください。
次項　"7.3.2 変換器-警報システム問題"にお進みください。

17.5±0.5V：　正常警報状態 変換器に警報信号が入力されています。
誤報の原因は中継器基板からフロートセンまでの下位検知シス
テムにあります。
次項"7.3.3 中継器基板-センサの問題"にお進みください。

20.7±0.5V：　空ピット時電圧
変換器に空ピット検知信号が入力されています。
変換器で誤報を作成しています。変換器を交換してください。

23.2±0.5V：　変換器－中継器間断線
（本安システムのみ）

システムに電気的負荷が無い状態の電圧を検出しております。
NRR262本安変換器及び中継器間電線の導通を調査をして下さい。

：　LED赤色発光  正常警報

：　LED緑色発光  センサからの警報
                信号なし  この状態で警報が出ている場合は変換器の警報出力端子の

。 抵抗値を以下の順序で調査してください 
　１：   警報システムの電源OFF
　２：   警報出力線を変換器から外す
　３：   LEDが継続して緑色発光しているのを確認
　４： （ ）   NO 又はNC 及びCOM間の抵抗値を測定
　　　 ：   NO接続の場合 ０ 　　　　　　　　　 ΩであればOK,それ以外は変換         器を交換
　　　 ２０   NC接続の場合:  抵抗値が  Ω以上であれば変換器を交換

：　LED発光なし  変換器に電源が入って
               いません

変換器 L および N 、端子間に定格電圧がある場合 変換器
。を交換してください 

L および N 、端子間に電圧を計測出来ない場合 供給電源又
。は電源ケーブルを調査してください 

センサ用電圧が検出されていないにも関わらず警報が出て
。います 変換器と中継器間の配線に問題がなければ変換器

。を交換してください 
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9.3.3 中継器基板 - センサの問題

導電率式及び音叉式 ２ 種のセンサからの独立し た信号を中継器基板で組合せ、 初めて漏油警報
状態と認識し ます。
従って個々のセンサの設置環境と検出出力ロジ ッ クの一致が無い場合は全てセンサユニ ッ ト の
故障と な り ます。

注意 !
フ ロー ト センサ NAR300 の誤報調査に際し、 漏油検知状態又はフ ェ イルセーフ状態にないこ と
を確認し て く だ さい。
導電率式センサ電極への油膜付着、 音叉式センサのゴ ミ 付着などを必ず避けて く だ さい。

1. 中継器及び耐圧変換器 NRR261 の本安側 （本安端子箱 ) の蓋を外し、 基板ガー ド を外し て く だ
さい。 下図 本安端子箱と P25 ～ 27 をご参照 く だ さい。

2. 両センサが可動状態にある時の直電圧を測定し ます。

本安端子箱図

２ （ 、 ）基板裏側の 端子 GND5茶色 ADJ黄色 
）例 、 ：油 空気検出時 １０ ０３ . ± . V

　　　　　 ：                 水検出時 ５０ ０３ . ± . V
２ （ 、ＲＥＦ ）基板裏側の 端子 GND5茶色    青色 

：            導電しきい値 １５ ０３ . ± . V
、 。※下図 本安端子箱図をご参照ください 

導電式センサ

！注意 
、 。導電しきい値を境にそれ以下の場合は油 空気の検出 そ

。れ以上の場合は水の検出となります 

基板端子FEL+及びFEL-間
　 ： 液体検出時 ６ ３ ０５. ± . V
　 ： 空ピット検出時 ８３ ０５            . ± . V
　 ： ケーブル断線時 ９４ ０５ . ± . V

。※5 電気接続の本質安全端子図をご参照ください 

音叉式センサ

9 　 ト ラ ブルシューテ ィ ング
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10 動作確認

注意 !
センサへの静電気帯電を避けて く だ さい。

用意する もの ： デジ タル電圧計、 ウエス、 中性洗剤、 灯油を入れたコ ッ プ、 チ ェ ッ ク ツール
動作には、 フ ロー ト センサを操作する １ 人と、 現場の中継器 （分離型変換器 NRR261-3XX、 本質
安全防爆型変換器 NRR262） または耐圧防爆型変換器 NRR261-2XX に 1 人配置し、 動作確認し ま
す。

警告！
警報動作確認を行う前に予め油漏れ警報が発報し ても警報システムに影響が出ないよ
う 配慮し て く だ さい。

動作確認操作は、 次ページの 「動作確認フ ローチャー ト 」 を参照し て く だ さい。

下図はフ ロ－チャー ト で記述された電圧確認用チ ェ ッ クポイ ン ト です。

チェックツール灯油を入れたコ ッ プ デジ タル電圧計

フ ロー ト センサ

10 　 動作確認
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10.1 動作確認フ ローチャー ト

開 始

導電率センサー部
音叉部を容器の油に浸
し警報確認 発報 ？

終 了

灯油に付け
警報確認

発報 ？

FEL+ ～ FEL- 間
出力電圧

DC 8.0V ～ 8.6V

FEL+ ～ FEL- 間
(音叉部拘束）出力電圧

DC 6.0V ～ 6.6V

GND5(茶) ～ REF(青)
出力電圧

DC 1.5V ± 0.1V

GND5(茶) ～ ADJ(黄)
出力電圧 DC 1.0V

GND5(茶) ～ ADJ(黄)
(導電率センサ導通)
出力電圧 DC5.0V

Yes

導電率センサ部を
ウエスにて掃除

容器に灯油を入れる

センサ部を洗剤で洗う

センサピン部を再清掃

センサ空中での
中継器内の基板の

電圧を確認する

音叉部故障

音叉部故障

中継器故障

導電率ｾﾝｻ部故障

導電率ｾﾝｻ部故障

No

Yes

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

警報動作異常
ﾒｰｶに修理依頼

フロートを設置場所から
取り出す

設置場所に戻す

終 了

No

No

Yes

警報動作正常

音叉拘束時の動作確認
（チェックツール使用）

導電率センサしきい値確認

音叉部動作確認
（音叉部拘束解除）

導電率センサ動作確認
（音叉部拘束は解除）

導電率センサ動作確認
（導電率センサとフロート本体

を同時に触る）

10 　 動作確認
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11 メ ンテナンス

下記の動作確認に併せて、 機器配線など全般にわたる定期点検をできれば半年に 1 回、 少な く
と も 1 年に 1 回程度は行って く ださい。

定期点検項目
• センサ部およびピ ッ ト 内にゴ ミ 、 異物、 水こけ等が詰まる と、 誤動作の原因と な り ますので

定期的に点検、 清掃を行って く ださい。 なお、 フ ロー ト センサの清掃には、 水を浸し たやわ
らかい布で拭き と って く ださい。

• フ ロー ト センサにゴ ミ 、 砂、 雪等が積も る と喫水位置が下がり感度変化を もたら し ますので、
時々除去するよ う にし て下さい。

• ケーブルの破損や配線上の ト ラ ブル ( 端子ビスの緩み等 ) がないか確認し、 その後動作確認を
行って く ださい。

注意！
機器配線など全般にわたる点検につきま し ては、 「ユーザーのための工場防爆電気設備ガイ ド       
( ガス防爆 1994)」 を参照 く だ さい。

11 　 メ ンテナンス
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12 アクセサリ

12.1 フ ロー ト ガイ ド

注意 !
フ ロー ト ガイ ド ウ ェ イ ト は注文頂いた場合には、 水平に施工し、 ゴ ミ 、 石等は取除き フ ロー ト
センサが水平に着地できるよ う にし て下さい。
フ ロー ト ガイ ドの長さは 2m( 標準 ) ですが、 それ以外のものが必要な場合には特殊品でご用命
く だ さい。

12.2 U ボル ト およびケーブルグラ ン ド ( 水防栓 )

U ボル ト (JIS F3022 B50) は、 変換器の取付け時に使用し ます。 呼び 50A(2BΦ60.5mm) のパイプ
をご用意 く だ さい。

ケーブルグラ ン ド ( 水防栓 ) は、 フ ロー ト センサ NAR300 からのケーブルを通し た後、 締めて固
定し て く だ さい。

12 　 アクセサリ
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13 内部構成およびスペアパーツ

色分けし てある部分は、 スペアパーツ番号でご注文いただけます。
なお、 構成および形状は、 予告な く 変更する場合があり ます。

13.1 フ ロー ト センサ NAR300

13 　 内部構成およびスペアパーツ
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13.2 本質安全 ・ 耐圧防爆型変換器 NRR261

13 　 内部構成およびスペアパーツ



漏油検知器 　 NAR300 システム

Endress+Hauser 39

13.3 本質安全防爆型変換器 NRR262

13.4 本質安全防爆型中継器

13 　 内部構成およびスペアパーツ
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14 証明書

TIIS 合格証明書 :TC18322

14 　 証明書
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TIIS 合格証明書 :TC18323

14 　 証明書
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TIIS 合格証明書 :TC18324

14 　 証明書
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TIIS 合格証明書 :TC18325

14 　 証明書14 　 証明書
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TIIS 合格証明書 :TC18326

14 　 証明書
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■徳山サービス
〒 746-0028 　 山口県周南市港町 1-48 　 三戸ﾋﾞﾙ
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■小倉サービス
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■仙台サービス
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